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「社会包摂（しゃかいほうせつ）」とは？

= ソーシャル・インクルージョン(Social Inclusion）

社会的に弱い立場にある人々をも含め、市民ひとりひとり、排除
や摩擦、孤独や孤立から援護し、社会の一員として取り込み、支
え合う考え方のこと。

https://ja.wikipedia.org/wiki/社会的包摂より引用

包摂（Inclusion） ⇔ 排除（Exclusion）
「誰一人取り残さない社会を目指す」
「その人がその人らしさを尊重して生きられる社会を目指す」

https://ja.wikipedia.org/wiki/


「社会包摂（しゃかいほうせつ）」とは？

= ソーシャル・インクルージョン(Social Inclusion）

社会的に弱い立場にある人々をも含め、市民ひとりひとり、排除
や摩擦、孤独や孤立から援護し、社会の一員として取り込み、支
え合う考え方のこと。

https://ja.wikipedia.org/wiki/社会的包摂より引用

「弱い立場」ってどんな人たちのこと…？

https://ja.wikipedia.org/wiki/


社会的に弱い立場にあると考えられる人
•心身に障害をもっている人

•病気の人（持病がある、療養・治療中の人）

•高齢者

•子ども（一人親の家庭）

•外国人（日本語を母語としない、外国ルーツなど）

•性的マイノリティ（LGBTQ）

•ひきこもり状態の人

•親の介護などで社会的孤立状態にある人

•その他、日常生活や社会生活に何らかの制限をうけている人

「社会包摂（しゃかいほうせつ）」とは？
今はその状態にない人も、
何らかのきっかけで、

誰でもその立場になる可能性が
あるということ。



「社会包摂（しゃかいほうせつ）」とは？

様々な人がいる社会
日本の人口（1億2600万人※2019年）の
うち…

障害者…10％
高齢者（65歳以上）…28％
子供（15歳未満）…12％
左利きの人…10％
LGBT…8％
住んでいる外国人…1％



包摂的考え方

バリア
（障壁）

バリア
（障壁）

バリア
（障壁）



バリアって何だろう？

高橋儀平 監修（2020）心のバリアフリーを学ぶ② 小学館クリエイティブより引用
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心のバリアフリー

「心のバリアフリーって何？」

「気づかない」という心のバリアを取りはらい、バリアフ
リーの社会を実現する事。

バリアフリーの社会とは…

様々な違いのある人が、みんな同じように参加 できて、

いきいきと活動ができる社会。



多様な人びと

この絵の中にどんな人がいて、
どんな行動をしていますか…？



心のバリアフリー
「心のバリアフリーのポイント」
1.障害のある人のバリアは個人にあるのではなく、社会の中にあること

（障害の社会モデル）を理解し、心のバリアを取り除くのは社会の中の一人ひと
りの責務であること。

2.障害のある人（およびその家族）に対して障害を理由とした差別をせず、

一人ひとり異なる配慮を十分に行うこと。

3.自分とは異なる技能や要求をもつ多様な人びととコミュニケーションをとり、

すべての人がかかえる困難や痛みを想像し、共感する力をつちかうこと。

高橋儀平 監修（2020）心のバリアフリーを学ぶ② 小学館クリエイティブより引用



中野泰志 監修（2018）新しい 心のバリアフリーずかん ほるぷ出版より引用

差別しないって、どういうこと？

① ②

③ ④

同じやり方ではなく、同じ結果になる事を考える
みんなが公平に参加できるよう、工夫を続ける事が大切



心のバリアフリー :障害の社会モデル
「心のバリアフリーのポイント」
1.障害のある人のバリアは個人にあるのではなく、社会の中にあること

（障害の社会モデル）を理解し、心のバリアを取り除くのは社会の中の一人ひと
りの責務であること。

2.障害のある人（およびその家族）に対して障害を理由とした差別をせず、

一人ひとり異なる配慮を十分に行うこと。

3.自分とは異なる技能や要求をもつ多様な人びととコミュニケーションをとり、

すべての人がかかえる困難や痛みを想像し、共感する力をつちかうこと。



障害の社会モデル
「障害」の概念は「個人（医療）モデル」から「社会モデル」へと変化し
ています。

・個人（医療）モデル

障害者が困難に直面するのは「その人に障害があるから」であり、

克服するのはその人（と家族）の責任とする考え方。

障害は、個人的な問題として捉える。

例：車いすで建物に入れないのは、障害のある人個人の問題。

・社会モデル

社会が「障害（障壁・バリア）」をつくっており、それを取り除くのは社
会の責務とする考え方。障害は社会全体の問題として捉える。

例：車いすを使っている人が利用することを考えずに、建物をつくったこ
とが問題。



バリアは、どこにある？



心のバリアフリー :合理的配慮

「心のバリアフリーのポイント」
1.障害のある人のバリアは個人にあるのではなく、社会の中にあること

（障害の社会モデル）を理解し、心のバリアを取り除くのは社会の中の一人ひと
りの責務であること。

2.障害のある人（およびその家族）に対して障害を理由とした差別をせず、

一人ひとり異なる配慮を十分に行うこと。

3.自分とは異なる技能や要求をもつ多様な人びととコミュニケーションをとり、

すべての人がかかえる困難や痛みを想像し、共感する力をつちかうこと。



合理的配慮

障害者差別解消法[平成28年(2016年）試行]

不当な差別的取り扱いの禁止：
障害を理由として、サービスの提供を拒否したり、
利用を制限したりすることの禁止。

合理的配慮の提供：
バリアを感じた本人からバリアを取り除くよう要望が
あった時、負担が重すぎない範囲で対応をすること。

※公的機関、会社、お店、ボランティア活動をするグループを含む。



合理的配慮

障害者差別解消法[平成28年(2016年）試行]

合理的配慮の提供：
バリアを感じた本人からバリアを取り除くよう要望が
あった時、負担が重すぎない範囲で対応をすること。

※公的機関、会社、お店、ボランティア活動をするグループを含む。

・手話通訳や筆談具の提供
・点字、拡大文字の案内作成
・段差にスロープを用意する など



https://www.carefit.org/social_model/gouriteki_hairyo/より引用

合理的配慮は、
社会的障壁（バリア）によって生まれた機会の不平等を正すためのもの

https://www.carefit.org/social_model/gouriteki_hairyo/


東京都写真美術館での社会包摂



東京都写真美術館での社会包摂的取り組み

・設備面の情報保障… 筆談具、UDトーク、ヒアリングループ（ホール）

触地図（点字の館内案内）の用意

・盲導犬、介助犬、聴導犬は入館可能

・車いす、ハンディーウォーク（歩行車）、ベビーカーの貸し出し

プログラム

・スクールプログラムでの特別支援学校の来館（またはアウトリーチ）

・手話通訳付き 展覧会トーク

・インクルーシブ鑑賞ワークショップ

・子供の居場所づくり、シニアプログラム リサーチ



東京都写真美術館での取り組み

手話通訳付き 展覧会トーク

7月14日実施「アヴァンガルド勃興」展8月25日実施「メメント・モリと写真」展



東京都写真美術館での取り組み

手話通訳付き 展覧会トーク

5月12日実施「 TOPコレクション 光のメディア」展



東京都写真美術館での取り組み

手話通訳付き 展覧会トーク
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東京都写真美術館での取り組み

インクルーシブ鑑賞ワークショップ
「見るときどき見えない、のち話す、しだいに見える」

講師：視覚障害者とつくる美術鑑賞ワークショップ
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東京都写真美術館での取り組み

子供の居場所づくり（リサーチ）
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東京都写真美術館での取り組み

子供の居場所づくり（リサーチ）

7月実施 おどろき盤
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東京都写真美術館での取り組み

シニアプログラム（リサーチ）

5月25日 目黒区碑（いしぶみ）住区センター



プログラムサポートのポイント

・一人ひとりの参加者をみる。勝手に枠でくくって、先入観を持たない。

⇒「障害者だから」「子供だから」「お年寄りだから」「男だから」「女だか
ら」「外国人だから」…という、先入観だけで行動すると危険です。

・参加者の前での言葉の選びは慎重に。

⇒特にグループの関係性に言及する際は、慎重に。

不用意な発言で相手に複雑な感情を抱かせることがあります。

例：目の前の方々、本当に「家族（親子、パパ、ママ、娘、息子）」

「カップル（夫婦、彼氏、彼女）」ですか？

言い換え例：大人の方、お子様、男性の方、女性の方

障害を持った方に、障害について直接的な質問はしない（どこに障害があるのか、障害を持つに
至った経緯など）



サポートのポイント

・障害を持った方へのお手伝いは、まずご本人にどんなお手伝い（サポート）が
必要か確認してから

⇒× 車いすを勝手に押す、視覚障害者の手を勝手に取り誘導する

介助者、手話通訳者が一緒の場面でも、コミュニケーションがとれる方であれば、

必ずご本人に「お手伝いしましょうか」「どんなお手伝いが必要ですか」などの
声掛けを。（筆談や、身振り手振りも可）

・曖昧な表現、日本語独自の表現は伝わりづらい事があります。

外国ルーツで日本語のコミュニケーションに慣れていない方、手話母語者（ろう者）な
どには、ぼかし言葉、二重否定、丁寧すぎる言葉遣いなど、伝わりづらい場合がありま
す。そういった方には、端的に伝える、結論から話すなど、わかりやすい表現を心掛け
ましょう。Yes/No、できる/できない、どうして欲しいのかをはっきり伝える事が大切。

はっきり言うと気を悪くするのでは…という心配はいりません。



サポートのポイント

・子供一人ひとり、事情が違います。

特に子供の居場所づくりのプログラムの場合、それぞれの家庭の事情や様子が垣間見え
る事があります。

プログラム中、会話を重ねていくと、家族・家庭の状況について子供が話す事もありま
す。（シングルペアレント、家の経済状況、家族が病気、仲が悪い など）

その際は、その言葉をそっと受け入れてあげてください。

「そうなんだね」…とか…？

（「可哀そうだね」といった同情の言葉。相手に共感しすぎるなど、過剰な言動や行動。

驚きが表情に出てしまう…などにご注意。

あまりに話が深くなりすぎる場合は、話題を変えてみるのも手。）
※参加者の個人情報の取り扱いに注意

子供たちに、この場でプログラムを楽しんでもらう事（居場所づくり）

に注力しましょう。



参考：
東京都歴史文化財団での取り組み
（他の東京都の美術館）



美術館（博物館）・文化施設における取り組み

クリエイティブ・ウェルビーング・トーキョ―

12の都立文化施設を運営している公益財団法人東京都歴史文化財団で
は、芸術文化の力や都立文化施設の資源を活用し、高齢化や共生社会
など、東京の社会課題解決への貢献を目指し、高齢者、障害者、外国
人、乳幼児等を対象者に「アクセシビリティ向上」と「鑑賞・創作・
発表機会の拡大」に取り組んでいます。



美術館（博物館）・文化施設における取り組み

クリエイティブ・ウェルビーング・トーキョ―

「ウェルビーング(well-being)」って何？
世界保健機関（World Health Organization: WHO）が1946年に定めた

「世界保健機関憲章」の前文において、「健康」は、以下のように記
述されています

：健康とは、病気ではないとか、弱っていないということではなく、
肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、すべてが 満たされた状
態にあることをいいます。

=肉体的（身体）・精神的・社会的な「健康（ウェルビーイング）」
や「満たされた状態」



美術館（博物館）・文化施設における取り組み

クリエイティブ・ウェルビーング・トーキョ―
だれもが文化でつながる国際会議（2022/6/28～7/7）

https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/governor/governor/katsudo/2022/07/02_00.html



美術館（博物館）・文化施設における取り組み



美術館（博物館）・文化施設における取り組み

シニア向けプログラム「Creative Ageing ずっとび」



美術館（博物館）・文化施設における取り組み

触って、みる、触察ツール（油彩画、版画）
画像：教育普及ブログより引用

公式YouTubeチャンネル
手話による東京都現代美術館のご案内

https://www.youtube.com/watch?v=gxm-Vwouo28



お聞きいただいて、ありがとうございました！


